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要約 
濃厚飼料多給や飼料の急変により第⼀胃内で発⽣するエンドトキシン（内毒素）は肝機能障
害などの疾病を発症させる。⻩⼟粘⼟（ウシキン）はカビ毒を吸着することからエンドトキ
シンを吸着する可能性が考えられた。そこで、⻩⼟粘⼟給与が肥育⽜の第⼀胃内性状と肝機
能障害発⽣に影響するかどうかを検討した。 
但⾺⽜去勢肥育⽜ 8 頭を⽤い、ウシキン給与区（4 頭）と対照区（4 頭）に分け、給与区に
はウシキン 100ｇを 11 カ⽉齢から出荷まで毎⽇給与した。濃厚飼料摂取量の増加に伴い、
第⼀胃液 pH の低下と、それに伴うエンドトキシン濃度の増加が⾒られたが、給与区が対照
区より少ない傾向にあった。また、19 カ⽉齢の⾎液中エンドトキシン結合蛋⽩濃度は給与
区が対照区より低い値となった。さらに、⾎液中 GOT と GGT は給与区が対照区より低い
傾向を⽰した。これらのことからウシキンが第⼀胃内で発⽣したエンドトキシンを吸着除
去し肝機能障害を軽減すると考えられる。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 
 

 


